
中東情勢緊迫化に伴う潤滑油・添加剤の価格高騰と供給リスク

中東の地政学的リスク(ホルムズ海峡の封鎖懸念等)により、世界的なサプライチェーン混乱とコスト上昇が現実化しています。

1.価格高騰の波(ベースオイル・添加剤)

添加剤:ルーブリゾール、インフィニウム等の大手各社が、原料費・物流費上昇に伴う「追加料金(サーチャージ)」や値上げを顧客へ通知開始。

ベースオイル:エクソンモービル、シェブロン等の主要サプライヤーが軒並み値上げを発表(＄+0.20＄～＄0.50＄/ガロン)。この動きは来週にも潤滑油完成品の価格へ転嫁される見通しです。

2.供給制限(アロケーション)の懸念

グループⅢ(高Ⅵベースオイル):主要産地が中東(UAE、バーレーン、カタール等)に集中しているため、物流寸断や保険料高騰による**供給割当(アロケーション)**の警告が既に出始めています。

GTLベースオイル:カタールのパールGTL施設からの供給も、中東航路のリスクに直結しています。

3.今後の見通しと対策

コスト転嫁の加速:原料から完成品までの価格改定サイクルが極めて短くなっています。

在庫・リードタイムの再点検:サプライヤー側から、顧客に対して「在庫レベルの見直し」と「早めの手配」を促すアドバイスが出ています。

〈中東情勢の緊張に市場が反応し、ベースオイル、添加剤価格が上昇〉

潤滑油サプライチェーンにおいて、ベースオイルと添加剤の価格上昇の新たな波が広がり始めており、ここ数日で複数のサプライヤーが価格調整を発表しています。値上げ幅はメーカーやグレードによって異なりますが、

多くの市場参加者は、世界的なエネルギー市場の不確実性の高まりを考えると、このタイミングは予想外ではないと述べています。

ベースオイルの価格設定は通常、より広範な製油所の経済状況や原料の動向に左右されるため、原油市場、輸送コスト、精製マージンの変化が潤滑油サプライチェーン全体の価格設定や契約価格に急速に影響を及ぼす

可能性があります。

業界筋は、中東における地政学的緊張の高まりと、原油供給ルートの混乱への懸念の高まりが、今回の調整の要因となっていると指摘している。特に市場参加者は、世界で最も重要な石油輸送回廊の一つである

ホルムズ海峡を通過するタンカー航行への影響を注視している。

この地域を通る原油の流れが中断したり、リスクがあると認識されたりすると、精製経済、原料コスト、ベースオイルや潤滑油添加剤などの石油製品市場にすぐに影響が及ぶ可能性があります。

〈最近の価格発表〉

添加剤:業界筋によると、ブレンダーは添加剤サプライヤーから潤滑油添加剤への新たな追加料金に関する通知を受け始めている。インフィニウムやルーブリゾールなどの大手サプライヤーも顧客に通知している。

これらの値上げは、原材料費とサプライチェーンコストの上昇に対応したものだ。

ベースオイル価格の値上げ:完成潤滑油メーカーは、以下のベースオイル価格の値上げに関してサプライヤーから通知を受けたと報告しています。

エクソンモービル

・グループI:+$0.24/ガロン

・グループII:+$0.36/ガロン

カルメット

・ほとんどのグレード:+$0.45/ガロン

・600Nおよびブライトストック:+$0.35/ガロン

セーフティクリーン

・全グレード:+$0.25/ガロン

ペトロカナダ

・グループII:+$0.35/ガロン

・グループII+:+$0.35/ガロン

・グループIII:+$0.30/ガロン

HFシンクレア(ホリー)

・グループI:+$0.25/ガロン

・350Nおよびブライトストック:+$0.20/ガロン

シェブロン

・すべてのグループIIグレード:+$0.50/ガロン

〈グループIIIの供給も注目されている〉

価格調整に加え、一部の潤滑油ブレンダーは、世界的な物流の混乱が続く場合、特定のグループIIIグレードが割り当て対象になる可能性があるという知らせを

すでにサプライヤーから受け取っていると述べている。

世界のグループIIIベースオイル供給の多くは、長い国際サプライチェーンを経ています。その結果、輸送の混乱、タンカー輸送の保険費用、製油所の操業不確実性などが、

輸入地域における供給に急速に影響を及ぼす可能性があります。

世界のグループIII生産の大部分は中東で生産されており、中東は高VIベースオイルの生産と輸出において世界で最も重要な拠点の一つとなっています。主要な生産拠点としては、

アラブ首長国連邦、バーレーン（BAPCO製油所の本拠地）、そしてカタールが挙げられます。カタールには、シェルとカタールエナジーのパールGTL施設もあり、

この施設では多くの高性能潤滑油配合においてグループIIIと直接競合するガス・トゥ・リキッドベースオイルを生産しています。

たとえば、アブダビ国営石油会社（ADNOC）が生産した原油は、米国を含む特定の市場におけるADNOCの独占販売業者であるペンソールなどの流通ネットワークを通じて国際的に流通されます。

これらの量は通常、湾岸の航路を経由して輸送されるため、タンカーの交通、保険の利用可能性、または輸送費に影響を及ぼす長期的な混乱は、世界のグループ III サプライ チェーンに波及する可能性があります。

特に多くの潤滑油配合物に対するグループ III の輸入供給の重要性を考えると、バイヤーは中東の物流を注視しています。

〈潤滑油完成品の見通し〉

潤滑油のブレンダーは、ベースオイルと添加剤のコストの上昇が、完成した潤滑油の価格上昇にすぐにつながる可能性があることをすでに指摘しています。

北東部の大手ブレンダーは今朝、JobbersWorldに対し、発表されたベースオイルの値上げが維持されれば、早ければ来週にも完成潤滑油の値上げを発表せざるを得なくなると語った。

別の大手潤滑油ブレンダーは、サプライヤーが値上げを実施し始めると価格調整がサプライチェーンを通じて急速に広がる可能性があると指摘し、リードタイムと在庫レベルを見直すよう顧客にアドバイスしていると述べた。

〈サプライチェーンの感度〉

潤滑油業界は、ベースオイルが精製経済全体と密接に結びついているため、原油市場や製油所の操業状況の変化に特に敏感です。原油価格が上昇したり、輸送ルートが不透明になったりすると、

生産者は原料や操業コストの変化を反映するために、ベースオイルの供給量を調整することがよくあります。

今回の値上げがより広範な価格サイクルの始まりを意味するかどうかは、地政学的緊張がどのように発展するか、そして世界の原油供給の流れが安定し続けるかどうかに左右されるだろう。

一方、潤滑油のブレンダーや販売業者は、ベースオイルや添加剤のサプライチェーン全体で調整が進むにつれて、投入コストが上昇することに備えている。


